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各 位 
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代 表 者 名 代表取締役社長 米 山  久

（コード番号：3175 東証マザーズ）

問 合 せ 先 常務取締役管理本部長 吉 野 勝 己
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「エー・ピー６次産業化ファンド」の設立について 

 

当社は、平成 25 年７月 11 日開催の取締役会において「エー・ピー投資事業有限責任組合」（以下「エー・

ピー６次産業化ファンド」という）の設立を決議し、当社並びに連結子会社である株式会社エーピーアセッ

トマネジメントは、本日、株式会社農林漁業成長産業化支援機構と「投資事業有限責任組合契約書」を締結

しましたので、お知らせいたします。 

株式会社農林漁業成長産業化支援機構は、農林漁業をめぐる厳しい状況において、農林漁業の成長産業化、

農山漁村における雇用創出と地域活性化を目的として、農林漁業者と他産業事業者が共同で取組む事業（６

次産業化事業）を官民連携して支援するために、国と民間企業の出資により本年１月に設立されました。 

当社グループは、「食のあるべき姿を追求する」というミッションの下、生産者と販売者が直接提携する

「生販直結モデル」の展開による第一次産業と地域の活性化を目指しており、その目的は共通しております。

また、官民が連携することで地域や関係者の理解を得ながら、当社が従来から取組んできた宮崎県等での畜

産業、漁業以外にも、新規の生産者との新たな取組みが可能となると考えられます。今後、エー・ピー６次

産業化ファンドを通じて６次産業化事業の企画、投資及び経営支援を行いながら、日本の農林漁業の成長産

業化への貢献と当社グループの事業拡大に努めてまいる所存です。 

 

記 

 

１．エー・ピー６次産業化ファンドの概要 

   

名 称 エー・ピー投資事業有限責任組合 

所 在 地 東京都港区赤坂二丁目 17 番 22 号赤坂ツインタワー東館 18 階 

設立根拠等 有限責任組合法 

組 成 目 的 日本の農林漁業が、バリューチェーンの構築と地域資源の活用を通じ、農山漁村に

おける雇用機会を創出する成長産業となることで、農山漁村の活性化を推進するよ

う支援基準を満たす事業活動に対する投資を行うために組成されたものです。 

組 成 日 平成 25 年７月 11 日 

出資の総額 10 億円 

存 続 期 間 15 年 

組 合 員 

(出資構成) 

有限責任組合員 株式会社農林漁業成長産業化支援機構（5億円） 

        株式会社エー・ピーカンパニー（4億 99 百万円） 

無限責任組合員 株式会社エーピーアセットマネジメント（１百万円） 

  



 

業務執行組

合員の概要 

名 称 株式会社エーピーアセットマネジメント 

所 在 地 東京都港区赤坂二丁目 17 番 22 号赤坂ツインタワー東館 18 階 

代 表 者 中井 努 

事業内容 投資ファンドの管理・運営 

資 本 金 1,000 万円 

上場会社と

当該ファン

ドとの間の

関係 

上場会社と

当該ファン

ドとの間の

関係 

当社並びに当社子会社から当該ファンドへ直接出資を行っておりま

す。 

上場会社と

業務執行組

合員との間

の関係 

当社の 100％子会社である㈱エーピーアセットマネジメントが当該フ

ァンドの業務執行組合員となっております。また当社役員及び社員が

㈱エーピーアセットマネジメントの役員を兼務しております。 

 

以上 


